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塩 酸Diltiazemの 持 続 静 脈 内 投 与 に よ る術

中 ・術後 の循 環 調 節
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カ ル シ ウ ム拮 抗 薬 で あ る 塩 酸diltiazem(Dil

と略)は,冠 動 脈 の スパ ス ム予 防 や,あ る い は,

最近,動 物 実 験 で脳 血 管 の スパ ス ム を防止 させ る

作 用 も明 らか にな って い る.し か し,麻 酔 中の 高

血 圧 時 に お け るDilの 血 行 動 態 に及 ぼす影 響,あ

る い は,脳 血 流 や末 梢 の血 流 の再 分 配 につ い て検

討 を加 え た報 告 は少 な い.今 回,我 々 は麻 酔 中 の

高 血 圧 に対 しDilを 持 続 投 与 した時 の血 行 動 態 の

変化,血 流 の 再分 配 等 につ いて観 察 し得 たの で 報

告 す る.

方 法 心 肺 腎 機 能 に異 常 を認 めな い一 般 手 術 症

例8例,脳 神 経 外 科 症例2例 を対 象 と した.全 例

に お い て,導 入 はthiopental 5mg/kg,S.C.C.1

mg/kgで 急 速 導 入 挿 管 し麻 酔 は,droperidol

 0.25mg/kg,fentanyl初 回 量4γ/kgに よ るNLA

+笑 気,酸 素 で維 持 した.ま た,Swan-Ganzカ テ ー

テ ル を挿 入 し,経 時的 に循 環 緒 量 を測定 した.麻

酔 中,収 縮 期 血 圧 が150mmHg以 上 か あ るい は,

術 前 よ り も30%以 上 上 昇 した 時 の測 定 値 を投 与

前 値 と した.そ の後,Dilの 持 続 静 脈 内投 与 を 開

始 し血 圧 が 低 下 した 時 点 を投 与 中値 と し た.Dil

を 中止 し血 圧 が投 与 前 に回復 した 時点 を投 与 後 値

と した.ま た,脳 神 経 外 科 手術 症 例 の2例 につ い

て は,内 頸 静 脈 路,大 腿 静 脈 路 を さ ら に追 加 し

PjvO2,PvO2,PfvO2,PaO2を 測 定 し た.な お,

Dil投 与前 の総fentanyl投 与 量 は4～5γ/kgで 測

定 期 間 中 は,原 則 と してfentanylの 追 加 投 与 は

しなか った.

結 果Dil投 与 前 後 の循 環緒 量 の変 化 をFig.1,

2に 示 す.平 均 血 圧 は,投 与 前110±13.3mmHg

か ら投 与 中79.4±9.9mmHgと28%(P<0.05),

収 縮 期 血 圧 で は,158.7±15.2mmHgか ら113.0

±14mmHgと40%(P<0.05)の 有 意 な 低 下 を

示 した.全 血 管 抵 抗(SVR)は,投 与 前1761±

244dyn・sec/cm5,投 与 中1116±160dyn・sec/cm5

と38%(P<0.05)の 有 意 な低 下 を 示 し た.1

回拍 出 係 数(SVI)は,投 与 前38.6±9.3ml/m2,

投 与 中47.4±11.5ml/m2と29%(P<0.05)の

有 意 な上昇 を示 した.心 拍 数,左 心 仕事 係 数 は,

投 与 前 に比 較 して,投 与 中 は低 下 傾 向 が認 め られ

た.

Dil投 与 中 の血 液 の再 分 配 を調 べ る た め に,組

織 の 酸 素 消費 量 を一 定 と した場 合 の 脳血 流 の指 標

と して1/(CaO2-CjvO2),下 肢 の血 流 量 の指 標 と し

て1/(CaO2-CfvO2),全 血 流 量 の 指 標 と して1/

(CaO2-CvO2)を 用 い,そ れ ぞれ の 変化 率 を求 め た.

2症 例 と も に,Dilを 投 与 す る と心 拍 出 量 が増 加

す る とと も に全 血 流 量,下 肢 血流 量 は上昇 し投 与 中

止 後 は,投 与 前 に復 す る傾 向 が認 め られ た.一 方,

脳 血流 は,Dilの 投 与 に よ っ て も体 血 流,下 肢 血

流 に比 して 増 加 は認 め られ な か っ た.な お,Dil

の半 減期 は,平 均1.75h獄 で あ っ た.

考 察Dnlは,狭 心 症 治 療 薬,あ る い は,高 血

圧 の 治療 薬 と して 用 い られ て い る薬 剤 で あ り,特

に冠 動脈 の スパ ス ム予 防 に効 果 が あ る と され て い
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Fig.1　 Diltiazem持 続 投 与 前 後 のHR,

BPmean,PCWP,CIの 変 化.

る.今 回 の 我 々 の症 例 で も,全 血 管 抵 抗,動 脈 圧

の 低 下 と 心 拍 数 の 減 少 傾 向 が 認 め ら れ,Rate

 Pressure Productを 著 明 に 改 善 し た.従 っ て,

冠 動脈 疾 患 を有 す る患者 の麻 酔 や,今 後 さ らに増

加 して くる と思 わ れ る老 人 の麻 酔 管 理 に適 して い

る.

ま た,最 近,脳 血 管 スパ スム に対 して もDilが

効 果的 で あ る ことが 明 らか に され て きて い る が,

今 回 の我 々の症 例 で は,脳 血 管 は,正 常状 態 と考

え て よ く,こ の場 合 体 血管 に比 して その血 管 拡 張

作 用 は弱 い傾 向 に あ っ た.こ の点 に関 して,症 例

数,血 流 量 の 測定 法 等 も含 め て さ らに検 討 す る必

要 が あ る.

結 語1. Dilで 全 血 管抵 抗 が低 下 し,1回 拍

出係 数,血 圧 が低 下 した.

2. 心 拍 出量 は上昇,心 拍 数,左 心 仕 事 係 数 は

低 下 傾 向 に あ っ た.

3. 術 中Dil投 与量 は0.07mg/kg/minで30%

動 脈 圧 を低 下 させ た.

4. 右 房圧,肺 動 脈 圧,肺 血 管 抵 抗 に有 意 な変

化 は なか った.

5. Dilは,体 血 管 に比 して脳 血 管 の拡 張 作 用

は弱 い傾 向 にあ っ た.

Fig.2　 Diltiazem持 続 投 与 前 後 のSVI,

SVR,LCWI,BPsysの 変 化.
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